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表１ 英語関係の取得資格 表２ 在学中に取得したい資格
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英語を学び始めた時期
受講者が英語を学び始めた時期については、中学から英語を始めた者が19名（44.1％）、小学
校高学年からが18名（41.8％）であった。それ以前から英語を学んでいた者は６名（13.9％）
と少ない。
海外経験の有無
海外経験の有無については約半数の22名（51.2％）が海外経験がなかった。海外経験が１～
２回が13名（30.2％）、３～４回が３名（7.0％）であったが、５回以上の者はいなかった。一
方、半年以上の滞在経験がある者は５名（11.6％）いた。
英語メディアの利用について
普段の生活の中で、どの程度英語に触れているかを確認するため、英語の歌の鑑賞と、英語
放送（映画、ドラマ）の視聴について調べた。英語の歌の鑑賞については「非常によく聞く」
が11名（25.6％）、「よく聞く」が15名（34.9％）、「時々聞く」が12名（27.9％）、「あまり聞か
ない」は５名（11.6％）であった。
英語放送の視聴については「非常によく見る」が７名（16.3％）、「よく見る」が18名（41.9％）
と、こちらも過半数が英語放送をよく視聴していた。「時々見る」が10名（23.2％）、「あまり見
ない」が６名（14.0％）で、「見ない」と回答した者も２名（4.6％）あった。全体として、英
語メディアへの関心が高い。
高校時代の英語授業について
高校での週当たりの英語の授業回数については、週に5回以上の授業があったと回答した者が
22名（51.2％）と最も多く、４回が11名（25.6％）、３回が８名（18.6％）、２回が２名（4.65％）
であった。週当たりの英語授業時間数が少ないと解答したものは、商業高校や農業高校の出身
者であり、カリキュラムの関係で英語の授業時間数が制限されることがあるためであろうと推
測される。しかし、過半数の受講生が週５回以上と回答しており、英語科を志望する場合はや
はり高校時点で一定程度の授業時間数が確保されているケースが多いと考えられる。
図１は高校時代の英語の授業に対する取り組み方を示したものである。「必要な宿題、テスト
勉強をこなした」が20名（46.5％）で最も多かった。また、「予習・復習をして熱心に取り組ん
だ」が４名（9.3％）、「（予習・復習を）時々して熱心に取り組んだ」10名（23.3％）と、全体
の約３割が熱心に取り組んだと回答している。しかしその一方で、「宿題、テスト勉強を時々し
た」が６名（14.0％）、「特に取り組まなかった」が２名（4.7％）と、全体の約２割があまり熱
心に取り組んでいない。
図１ 英語授業への取り組み（高校）
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a伸ばしたい英語力について
前期学習でどのような英語力を伸ばしたい
と考えているかを図２に示す。「会話能力」40
名（93.0％）が最も多く、受講者のほぼ全員
がこの力を伸ばしたいと回答している。対象
授業がReadingと読解力を養成するための授業
であったにもかかわらず、このように会話能
力に対する要望が強かったのには、昨今のコ
ミュニケーション志向が如実に表れていると
いえよう。続いて対象授業の内容に最も関連
する「読解力」が28名（65.1％）、そのほか「文
法力」が23名（53.5％）、「書く力」が22名（51.1％）と、全般に高い数字が示されている。こ
の結果から、受講者の半数以上が「どの英語力についても伸ばしたい」と意欲的に考えている
ことが分かる。
b授業への取り組みについて
前・後期学習でどのようなことを目標にしているのかを図３に示す。「基礎を確認し、長い英
文に（慣れていきたい）」が26名（60.4％）と最も多く、「実力を伸ばし、少し難しいものにチャ
レンジ」が21名（48.8％）、「ネイティブと同じ新聞・雑誌などを読めるように」が20名（46.5％）
と、多くがこれまでよりも少し高レベルなものに挑戦したいという意欲がみられた。一方で、「基
礎をしっかりマスターしたい」と望む者も11名（25.6％）いた。
c授業以外での英語学習について
授業以外での英語学習への取り組み方については、「英語放送（テレビ、ラジオ、映画など）
を視聴する」が28名（65.1％）と最も多く、「英語教材（問題集、ビデオ、CD-ROMなど）で
個人学習」が９名（20.9％）、「英会話学校・英語塾に通う」が４名（9.3％）、「英語の新聞・雑
誌を読む」が３名（7.0％）の順であった。
事前アンケートとテスト結果の分析
英語学習では、他の授業科目に比べ、日常生活での英語の使用頻度、海外経験などが学習能
力に大きな影響を与えるものと考え、前期授業開始時に事前アンケートと事前テストを行った
図２ 前期学習における目標（複数回答）
図３ 前期学習における目標（複数回答）
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が、それらの結果と前期末テストとの比較・分析を試みた。ただし、ここでは後期学習のみ受
講した４名のアンケート結果を除く。
事前テストと前期末テストの結果
前期学習で実施した事前テストと前期末テストの結果を比較したところ、事前テストは平均
点55.7、分散が88.7であり、前期末テストは平均点75.9、分散239.4であった。事前テストはこ
れから学習すべき前期学習と後期学習の学習内容が含まれていたので、前期末テストの得点と
比べ、かなり低い値を示した。前期末テストは、前期学習において学習した内容の確認テスト
であり、テスト範囲も予想されており、平均点が高くなることも予想できたが、平均点が75.9
点と予想以上に高得点であった。
英語の学習経験とテスト結果について
英語の学習を始めた時期や海外経験の有無とテスト結果を比較した。まず、英語学習を開始
した時期を中学から学習し始めたグループと中学以前に学習を始めたグループとに分け、テス
トの得点を比較した。
事前テストの結果は、中学から学習を始めたグループは平均点57.1、分散129.9、中学以前か
ら学習していたグループは平均点54.1、分散66.6であり、前者は得点のばらつきが大きく平均
点について有意差は認められなかった。（t＝0.99、p＞0.05）
期末テストの結果は、中学から学習を始めたグループは平均点73.2、分散214.0、中学以前か
ら学習していたグループは平均点76.7、分散305.3であり、事前テスト同様に有意差が認められ
なかった。（t＝0.67、p＞0.05）
これらの結果から、中学以前からの英語学習は学習目的が英会話などと限定的であり、また
開始時期が早い場合は遊びを取り入れた導入的な内容が多いことが考えられ、英語学習の開始
時期が必ずしも前期学習の結果に影響しなかったものと思われる。
次に、海外経験が１回以上あるグループとないグループとに分け、結果を比較した。事前テ
ストでは、海外経験があるグループは平均点52.7、分散56.4であり、一方、海外経験がないグ
ループは平均点57.8、分散118.1となった。また、期末テストでは、海外経験のあるグループは
平均点72.2、分散237.4、海外経験のないグループは平均点77.7、分散280.9となった。
これらの比較から、海外旅行や海外生活を体験した受講者の方が事前テストと期末テストの
結果が低くなるという結果になった。海外経験のなかには英語圏以外への短期観光ツアーも含
まれており、期待したような得点差に結びつかなかった原因の１つであると考えられる。こう
した海外経験は、英語や英語圏の文化・生活に対する関心を高める、その結果進路として英語
関係の学科を選択するといった動機付けとして作用している部分が多く、それがさらに英語力
の向上に端的に結びつく段階には至らなかったと思われる。
英語の歌・ドラマの視聴とテスト結果について
英語の歌についてよく聞くグループとそれ以外のグループに分け、比較した。その結果、事
前テストは、よく聞くグループは平均点56.4、分散52.2、一方、聞かないグループは平均点53.9、
分散151.7であり、平均点について有意差は認められなかった。（t＝0.81、p＞0.05）期末テス
トでは、よく聞くグループは平均点75.3、分散294.9、聞かないグループは平均点75.0、分散235.0
であり、こちらも平均点について有意差は認められなかった。（t＝0.05、p＞0.05）よく聞くグ
ループにおける事前テストの得点分布では比較的まとまりがあるものの、前期末テストでは得
点の分散が大きく、よく聞くグループでも得点分布に幅広いばらつきのあることが分かる。
英語の映画やドラマについても同様に、よく見るグループとそれ以外グループ（「あまり見な
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い」「見ない」と回答）とに分け、比較した。事前テストでは、よく見るグループは平均点55.8、
分散46.5、それ以外のグループは平均点54.7、分散162.6であり、平均点について有意差は認め
られなかった。（t＝0.365、p＞0.05）期末テストは、よく見るグループは平均点71.5、分散406.2、
それ以外のグループは平均点79.0、分散93.8であり、やはり平均点について有意差が認められ
なかった。（t＝1.468、p＞0.05）
英語の歌や映画・ドラマは、メロディやストーリー、映像といった要素が加わることで学習
者には親しみやすく、また強い興味を示し得る教材である。しかし、歌詞や台詞には口語的な
表現が使われていることも多く、文章で書かれた内容を読みこなすReadingという学習内容に必
ずしも直接的にその成果が反映されないという面がある。また歌の場合、歌詞の意味内容を考
えずに単に楽曲として聞き流していたり、映画・ドラマにおいて台詞の理解を日本語字幕に頼っ
たりしている場合は英語の学習効果は当然低くなる。そのため、学期末テストの得点の分散に
非常に大きなばらつきが見られることも考え合わせると、英語の歌や映画・ドラマの視聴は学
習者の接し方が多様であり、そのため直接的に学習成果に結びつかなかったものと考えられる。
以上のように、海外経験の有無や英語の歌や映画・ドラマの視聴など、教室外での英語経験
が英語学習にどのような影響を与えているかを分析した結果、英語と接する機会やメディアな
どの多様化もあり、今回の調査では必ずしも具体的な差を示すことができなかった。
学習実験の評価
事前アンケートと前期学習について、受講以前の英語に関する体験が学習成果に反映されて
いるかどうかを分析した結果、受講者の学習体験が必ずしも前期学習の成果に結びついていな
いことが分かった。むしろ、受講者の授業への取り組みや意欲が直接的に学習成果に結びつく
のではないかと考えられる。
本実験授業では、学習者の取り組みや意欲を自己モニタリング学習という実験により明らか
にしようと、前期学習（通常授業）に続く後期学習において自己モニタリング学習の実験を実
施した。後期学習における自己モニタリング学習の実験授業では、従来、教員が学習指導の一
環として管理していた受講者の学習成績の管理を、受講者が行うことにより学習者自身に学習
状況を把握させ、それが学習意欲の向上に結びつくことを期待した。
具体的には、学習者は授業終了時に実施した小テストおいて誤解答した箇所を確認し、それ
を次回の授業までに復習・確認するとともに、その結果を記録させて学習者自身に自己管理す
ることを義務付けた。
以下に、自己モニタリング学習の実験の分析結果を述べる。
前期学習と後期学習の結果について
通常授業を行った前期学習と自己モニタリング学習実験を実施した後期学習におけるテスト
結果を図４に示す。前期学習の前期末テストは平均点75.9、分散239.4、後期学習における後期
末テストは平均点80.3、分散100.1であり、後期学習の結果が前期よりも少し高いと思われるが、
平均点の有意差は認められなかった。（t＝1.320、p>0.05）しかし、学習が進むにつれ学習内容
が難しくなることを考えると前期学習よりも後期学習の方が、より学習成果が得られたと考え
られる。ただし、図４から前期末テストの得点分布（分散：239.4）にはばらつきが大きいこと
もあり、今後、さらに分析する必要がある。
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図５は、前期学習における各テスト結
果の分布を示す。図から、事前テストは
低い得点分布（平均：55.7、分散：88.7）
であり、小テストの得点分布は平均点67.0、
分散100.0、前期末テストは平均点75.9、
分散239.4であった。それらから、前期末
テストは明らかに事前テストの平均点と
比較して有意差がある（t＝7.15、p≦0.01）
と考えられるが、前期末テストと小テス
ト（t＝3.29、p≦0.01）、事前テストと小
テスト（t＝4.87、p≦0.01）においても
明らかな有意差が認められ、事
前テストが他のテストと比べ、
出題範囲も広範囲であり、受講
者にとって英語の実力が試され
るような比較的難しい問題であっ
たと考えられる。その結果、事
前テストの平均点が他の２つの
平均点に比べ、低くなったと考
えることもでき、さらにその内
容を詳しく分析する必要がある。
図６は、後期学習における各
テストの得点分布を示す。図か
ら、後期末テストは平均点80.3、分散100.1、小テストは平均点69.2、分散37.0であり、後期末
テストと事前テストは平均点において明らかな有意差が認められた。（t＝10.32、p≦0.01）し
かし、後期末テストと小テスト（t＝5.38、p≦0.01）、事前テストと小テスト（t＝6.91、p≦0.01）
においても明らかな有意差が認められ、前期学習と同様に、その内容を詳しく分析する必要が
ある。
ただし、事前テストの比較において、前期学習の各テストと後期学習のテスト結果では、後
期学習の結果の方がt検定の値が
大きく、後期学習における自己
モニタリング学習実験の効果が
あったものと考えられる。
小テストの結果について
前期学習では毎授業時間終了
時に小テストの実施、自己採点、
得点結果の報告をさせ、後期学
習（自己モニタリング学習）で
は小テストの実施、自己採点、
小テストの結果を踏まえて自己
学習、誤解答箇所の確認と理解、
図５ 前期学習の結果
図６ 後期学習の結果
図４ 前期・後期末テストの結果
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その結果の記録と報告を義務
付けた。こうした学習方法の
違いが小テストの結果にどの
ような影響を与えているかを
分析した。図７は、前期学習
と後期学習における小テスト
の平均正答数の推移を示す。
ここで前期学習の小テスト回
数は11回、後期学習の小テス
ト回数は14回である。
図から、前期学習では授業
が後半に進むにつれ、平均正
答数のばらつきが大きくなる
とともに平均正答数が減少する傾向（線形（前期）参照）が見られ、学習者にとって学習内容
が難しくなっていることが分かる。
しかし、後期学習では授業が進むにつれて、ばらつきはあるものの、平均正答数に右肩上が
りの傾向（線形（後期））が見られた。後期学習でも授業が進むにつれて学習内容が難しくなっ
ている。しかし、後期学習では前期学習と異なり、授業進行に伴って平均正答数が安定した増
加傾向にあることは、自己モニタリング学習の成果と考えることもできる。
小テストの問題数は全20問で構成し、10問はその授業時間に学習した内容の復習問題であり、
残り10問はそれ以外の実力問題である。図８は、後期学習における小テストの復習問題と実力
問題の平均正答数の推移を示す。図から、復習問題の正答率は高く、後半に向かうほど正答率
が安定する傾向が見られ、自己モニタリング学習の効果ではないかと考えられる。
他方、実力問題では授業全体にわたり、正答数は半数程度であり、学習者にとって難しい問
題であることが理解できる。
図９は、後期学習の小テストについて、各授業時間に誤解答した問題の確認と理解した平均
数の推移を示す。受講者のほとんどが全ての誤解答を確認して復習・理解したものと考えられ
る。このことは、毎授業時間に提出させる小テストの「確認票」と最終授業に提出させた自己
図７ 平均正答数（小テスト）の推移
図８ 後期学習における小テストの
平均正答数（復習・実力）の推移
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管理のための「確認シート」
からも窺い知ることができる。
図から、小テストの誤答問
題の平均確認数の推移と平均
理解数の推移がほぼ等しく、
これにより小テストの平均正
答数が右肩上がり（図７の線
形（後期）を参照）になった
と考えられ、学習者に自己モ
ニタリング学習が徐々に理解
されてきたものと判断できる。
また、確認した問題数のほと
んどが実力問題である。そのような授業内容を超えた学習内容は、一般的には敬遠される傾向
にあるが、図から判断する限りそのような傾向は見られない。それらの点を考えると自己モニ
タリング学習の実験は、一定の成果を挙げているものと思われる。
おわりに
海外体験の有無や英語の歌や映画・ドラマの視聴など、受講以前の英語体験が学習成果に反
映されているかどうかを分析した結果から、受講者の学習体験が必ずしも学習成果に結びつい
ていないことが分かった。ただし、そのような英語体験が学習成果とまったく無関係であると
断言することには問題があり、そのような学習体験が英語学習に生かせるような学習指導の方
法を考慮することも必要であると考える。
我々が行ってきた過去の実験や本論文の実験成果から、むしろ受講者の授業に取り組む意欲
が学習成果に結びつくものと考えられ、その意味でも本論文で提案した自己モニタリング学習
は、学習者に学習意欲をもたらす教授法として有効であると考える。
著者らが実施した自己モニタリング学習の実験は、自己の学習内容を学習者自らが把握しな
がら学習を進めるために、今後、それを支援するための学習指導法を開発することが必要であ
る。著者らは、異なる視点から過去３回にわたり自己モニタリング学習の実験を繰り返し、そ
れぞれ過去の実験結果から研究成果を積み重ねている。今後、さらに実験を繰り返してより多
くの分析データを採取し、学習者に対して効果的な学習指導法を提案することを目標としてい
る。
今後は、それらの結果から実際の授業科目にも適用できるようにマニュアル化することを検
討していきたい。また、英語学習における自己モニタリング学習の研究成果は、単に英語学習
に限らず、他の授業科目にも適用することを期待できるのではないかと考える。
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